
  ふれあい記録 

実施日：平成 29 年 11 月 16 日                 当番者名 :山腰策次郎、柴崎幸治      

コース名：（独自コース 53 番）明星ヶ岳～明神ヶ岳から大雄山 最乗寺  通し番号 第 135 回 

天  候：晴れ  

参加者名： 相川 勲、岩崎宗郷、江口正彦、小俣悦男、神谷順子、功力満紀子、熊谷信雄、     

柴崎幸治、新海 昭、根本邦子、細矢清志、堀井克子、宮原さち子、宮原宏至、 

      山腰策次郎、 

＜ビジター＞小松佐恵子、林 洋、船橋エイコ、 

計  18名 （内、男性 11名 女性 7名）（五十音順）                                                          

交 通（時刻）：〈往路〉京急：金沢文庫 5:26 発→5:41 着 横浜 5:48 発(JR 東海道本線)→6:42 着 

小田原 

バス：小田原駅東口 6:55 発(箱根登山バス 桃源台行)→7:29 着 宮城野橋 

       〈復路〉道了尊バス停 16:04 発(伊豆箱根バス 伊豆箱根鉄道大雄山駅行)→16:18

着 大雄山駅 16:26 発→16:47 着 小田原 

コースタイム（時刻）： 

      宮城野橋バス停 7:30→7:50 着 明星ヶ岳登山口（集合場所） [準備体操] 8:00 発→9:00

着 大文字焼「大」文字部 9:10 発→9:25 尾根(荷を置き)→9:30 着 明星ヶ岳 9:35 発

→尾根 9:40～9:50[オレンジタイム]→宮城野分岐 10:35→11:30 着 明神ヶ岳[昼

食]12:05 発→神明水 13:20→13:40 着 見晴小屋[コーヒータイム]13:55 発→15:10 着

大雄山最乗寺(相生橋)、(各自)最乗寺見学 15:10～16:00、16:00 道了尊バス停で解散 

みどころ：小田原市と箱根町の境にある明星ヶ岳(924m)と南足柄市と箱根町の境にある明神ヶ岳

(1,169m)は箱根山の外輪山の一つで富士箱根伊豆国立公園に含まれている。明星ヶ岳

からの展望はないが、登はん途中に箱根大文字焼の「大」の字の横を通り、そこから

は強羅の街並、富士山の雄姿が望める。そして明星ヶ岳から明神ヶ岳への尾根道、明

神ヶ岳からは箱根山の山々、大涌谷の噴煙・湯気、遥か愛鷹山等々の山並みが望める。 

     当日は好天に恵まれ、富士山に若干の雲がかかっていたが、ほぼ想定通りの展望がか

なった。            

自然観察：紅葉は樹々にもよるが、麓ではちょっと早い感じであったが、標高の高いところでは 

     黄葉、紅葉が綺麗に観られた。明星ヶ岳から明神ヶ岳への尾根道には竜胆の花が多数

咲いていた。また、最乗寺側への下山路ではすすきの穂の輝きが美しく、そのすすき

の中を列なして歩くのは初冬の山の醍醐味でもあった。 

特記事項：明星ヶ岳への登はん路は比較的整備されていたが、所々にステップの高いところもあ

り、少し苦労した。明星ヶ岳から明神ヶ岳の尾根道は道も標識も整備されていて、尾

根道に上り下りが若干ある外は問題なかった。明神ヶ岳から大雄山最乗寺への下山路

は道が V の字の様に掘れた道の部分がかなりあり、滑りやすく、また最乗寺近くなる

と石の道になり、下山路としてかなりの神経を要し、苦労を強いられた。そして、明

神ヶ岳からの最乗寺への分岐の標識には、最乗寺まで 90 分と書かれていたが、我々は

その倍の 3 時間を要した。我々が特に遅いわけではなく、道が当初より悪路になった

からではと思われる。(「山と高原の地図 2016 年版」では 125 分と記載されている。) 

                           「ふれあい記録」メール送り先：江口・柴崎・熊谷 


